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CA Technologies 製品リファレンス 

このマニュアル セットで参照されている CA 製品は、以下のとおりです。 

■ CA Advantage® Data Transport® (CA Data Transport) 

■ CA Asset Intelligence 

■ CA APM（CA Asset Portfolio Management） 

■ CA Business Intelligence  

■ CA Common Services™ 

■ CA DMM（CA Desktop Migration Manager） 

■ CA Embedded Entitlements Manager （CA EEM） 

■ CA MDM （CA Mobile Device Management） 

■ CA NSM（CA Network and Systems Management） 

■ CA Patch Manager 

■ CA Process Automation 

■ CA Service Desk Manager 

■ CA WorldView™ 
 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web 

サイト（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 
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第 1 章： デスクトップ マイグレーションの管

理 
 

CA DMM は、CA Technologies が提供する包括的ソリューションです。オペ

レーティング システムの設定、アプリケーションの設定、およびデータ 

ファイルをマイグレート、置換、復元します。これらのデータを総称して 

DNA と呼びます。 
 

デスクトップ管理とマイグレーションのコスト 

新しい PC を入手したり、オペレーティング システム（OS）をアップグレー

ドしたりしたことはあるでしょうか。 もしあれば、ユーザ固有のデスク

トップ環境を作り直すのがどれほど困難であるかおわかりでしょう。 数

万台もの PC のアップグレードや拡張に必要な時間とコストを考えてみて

ください。  

PC の交換やアップグレードを行った場合、エンド ユーザの生産性を妨げ

ないために、PC 固有の DNA、すなわちシステムやアプリケーションの設

定、ネットワークやプリンタの設定、データ ファイルやフォルダ、電子

メールのアドレス帳、環境設定などを保持する必要があります。 この処

理を手動で行うと、時間や手間がかかるうえ、間違いが発生しやすく、コ

ストもかかるため、新しいテクノロジの採用が大きく遅れることになりま

す。 

PC の DNA を効率的に管理するには、効果的な IT 変更管理計画を設定しま

す。この計画は、以下のような要素を含みます。 

■ ハードウェアのリフレッシュ 

■ PC の交換 

■ Windows ドメインから Active Directory への、デスクトップおよびラッ

プトップ ユーザの移行 

■ Windows の導入 
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■ OS のアップグレード 

■ データのマイグレーション 

■ 惨事復旧 

これらは企業運営を妨げるイベントです。 ハードウェアの取り外しや新

しいオペレーティング システムの導入には、IT 技術者やエンド ユーザ、

ヘルプ デスクその他の作業時間を含む莫大なコストがかかります。 PC の

交換やアップグレード時のこれらのコストを最小限に抑えるには、ユーザ

の PC 固有の「DNA」を保持する必要があります。 
 

この処理を手動で行おうとすると、時間や手間がかかるうえ、間違いが発

生しやすく、コストもかかります。 コンピュータが使用できない間ユー

ザは作業ができなくなり、コンピュータが戻っても IT 技術者が設定をやり

直している間の生産性は失われます。 手動でマイグレーションを行った

後は、ヘルプ デスクへの要求も劇的に増加します。 その上、PC の DNA を

効果的に管理する計画がないと、場合によってはコンピュータを一時重複

してリースする必要があります。 これらのコストによって、新しいテク

ノロジの導入利益が大きく削られてしまいます。 

CA DMM は、PC の特定のイベントに対する、効率的で費用対効果の高い、

統制された変更管理プロセスを可能にするために開発されました。 これ

により、PC の総所有コストの削減や、技術者の生産性の向上、エンド ユー

ザが作業できない時間の減尐、ヘルプ デスクへの要求の削減、および投

資利益率（ROI）の向上が可能になります。 
 

本書の目的 

このマニュアルでは、CA DMM とその便利な機能の一部について説明しま

す。 このマニュアルを最後までお読みになることで、CA DMM の目的と、

企業での活用方法を理解できます。 
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特有の機能 

CA DMM には、以下の特殊な機能があります。 

柔軟なマイグレーション方法 

複雑なマイグレーション シナリオをサポートするためには柔軟性が

必要不可欠です。 CA DMM は、2 種類のシステム マイグレーション方

法を実装した初のシステム マイグレーション ソリューションです。 

遅延マイグレーション 

遅延マイグレーションは、2 つの手順で構成されます。 手順 1 では、

ソース システム（古いコンピュータ）から DNA ファイルを作成し、

ファイルをローカル コンピュータ、ネットワーク サーバ、ネット

ワーク アプライアンス、または Apache Web サーバに保存します。 

DNA ファイルには、各ユーザの PC の DNA が格納されます。 手順 2 

では、DNA ファイルをデスティネーション システム（新しいコン

ピュータまたはリフレッシュしたコンピュータ）に適用します。

適用作業はいつでも行うことができます。 セキュリティが求めら

れる環境では、DNA ファイルをパスワードで保護できます。  

 

DNA はネットワーク ドライブだけでなく、CD-ROM、DVD、Zip ド

ライブなどのリムーバブル メディアにも保存できます。 

 

リアル タイム マイグレーション 
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リアル タイム マイグレーションでは、中間ストレージを使用せず

に、ネットワーク経由で PC の DNA をソース システムからデス

ティネーション システムに移動します。 セキュリティが求められ

る環境では、ソース システムをパスワードで保護できます。 CA 

DMM では、IPv4 環境と IPv6 環境の両方でリアルタイム マイグレー

ションがサポートされます。 

 

マイグレーション時のユーザ管理 

複数のユーザが同じコンピュータを共有している場合は、ユーザの PC 

の DNA を新しいコンピュータに適切にマイグレートする必要があり

ます。 CA DMM は、ユーザ プロファイルのマイグレーション、Windows 

ドメインから Active Directory へのマイグレーション、アカウントの作

成、ユーザのリダイレクト、セキュリティの確保などの機能を提供し

ます。 

現在のユーザおよび複数のユーザのマイグレーション 

CA DMM では、指定した PC に現在ログオンしているユーザや複数

のユーザをマイグレートできます。 現在のユーザのマイグレー

ションを実行する場合、ソース マシンからマイグレートされるす

べての設定は、現在ログインしているユーザのものが使用されま

す。 現在のユーザのマイグレーション時に、ユーザ プロファイル

設定はマイグレートされません。 複数のユーザをマイグレートす

る場合は、各ユーザの設定およびデータと共に、コンピュータに

存在する一部またはすべてのユーザ プロファイルを選択してマイ

グレートできます。 

パスワードとセキュリティ 
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CA DMM では、複数のユーザをマイグレートする場合、デスティ

ネーション マシンに新規アカウントが作成されます。 ユーザ パス

ワードには、3 種類のオプションがあります。現在のパスワードを

保持するか、定義したルールに従ってランダムにパスワードを生

成するか、マイグレーションが完了してユーザが新しいシステム

にログインしたときにパスワードを設定し直すように指示するこ

とができます。 CA DMM は、ユーザ グループ メンバシップと NTFS 

（ファイルおよびフォルダ）セキュリティのマイグレーション オ

プションを完全にサポートしています。 

Active Directory へのユーザのマイグレート 

CA DMM は、ユーザ プロファイルを Windows ドメイン システムか

ら Active Directory （AD）にマイグレートします。 管理者は、デス

クトップ マイグレーションと AD マイグレーションの 2 つの処理

を組み合わせて、簡単なシングル ステップの処理を作成できます。 

CA DMM は、ユーザを AD にリダイレクトし、新しい命名規則に

従って名前を変更して、ファイル/フォルダとグループ セキュリ

ティを同時にマイグレートします。 アクティブなユーザのみをマ

イグレートする機能を利用することで、使用しないユーザを除外

して、ディレクトリ システムを効果的にクリーン アップできます。 

Windows ドメインから Windows ドメイン、または AD から AD への

マイグレーションも完全にサポートしています。 

ユーザ アカウントの作成 

CA DMM は、ユーザが別のパスにリダイレクトされたときに、新し

いユーザ アカウントを自動的にシステムに作成します。 アカウン

トは、ソースおよびデスティネーションの OS にかかわらず、ユー

ザの名前を変更したり、ユーザを別のドメインに移動した場合に

作成されます。 

動的なユーザ アカウントの選択 

コマンド ライン インターフェースを使用することで、自動マイグ

レーション中にユーザを動的に選択できます。 CA DMM では、ワ

イルドカードや明示的な追加/除外ルールの使用、およびアカウン

トに最後にアクセスした日付範囲の定義ができます。これらの条

件を設定することで、使用しないユーザをマイグレーションから

除外できます。 

設定とデータのマイグレート 
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CA DMM では、ユーザがカスタマイズしたさまざまな設定のマイグ

レートや、高度なデータ収集機能を使用したマイグレートを実行でき

ます。 これにより、システムを再構成する手間が省けるため、ヘルプ 

デスクへの問い合わせを最小限に抑えることができます。 

デスクトップ、システム、およびアプリケーションの設定 

システム設定とは、PC のオペレーティング システムで使用される

あらゆる構成情報です。 壁紙、キーボード、マウス ポインタ、ス

クリーン セーバ、ネットワーク ID、プリンタなどの設定がありま

す。 CA DMM では、160 以上のアプリケーションの同じバージョン

または異なるバージョンのカスタム設定をマイグレートできます。 

ユーザは、ユーザ辞書、マクロ、表示プロパティなどを作成し直

す必要がないので、生産性を落とさずに作業を継続できます。 

データの追加/除外フィルタ、およびフォルダの除外フィルタ 

CA DMM では、フィルタ機能を使用して、ソース システムからファ

イルとフォルダをマイグレートできます。 追加フィルタまたは除

外フィルタでは、ファイル名、場所、変更日時と作成日時、サイ

ズ、およびファイルの種類を条件として設定できます。また、特

定のファイルとフォルダを任意のフィルタ処理またはすべての

フィルタ処理から除外することもできます。 

ファイルのリダイレクト 

ファイルのリダイレクトを使用すると、任意の場所にあるソース 

マシンのすべてのデータをマイグレーション処理で取得して、

ユーザのマイ ドキュメント フォルダなどの定義済みの場所に保

存できます。 リダイレクトでは、データ フィルタと同じ機能を利

用して、データのディレクトリ構造をクリーンアップできます。 

無制限のファイル サイズ 

マイグレーションのニーズによっては、DNA ファイルのサイズが 4 

ギガバイト（GB）を超える場合があります。 CA DMM では、ネッ

トワークの制限にかかわらず、大容量のファイルを転送できます。 

DNA ファイルは、ネットワーク アプライアンスや Apache Web サー

バなど、ネットワーク上に保存できます。 さらに、CD-ROM や Zip 

ディスク、その他のリムーバブル メディアに DNA ファイルを保存

することもできます。  

マイグレーション後の管理 
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豊富なログ機能により、マイグレーションの結果を追跡したり、

企業全体のマイグレーション処理の進行状況を監視できます。 マ

イグレーション前の状態に戻したり、詳細なログを参照して有効

なマイグレーション シナリオを作成できます。 CA DMM では、以

下のようなログを作成できます。 

■ イベント ログには、マイグレーション中に発生したイベントが

記録されます。 CA DMM では、再利用可能な XML 形式でのイ

ベント ログがサポートされています。 CA DMM では、指定し

たセキュリティ レベルに応じてマイグレーション中に生成さ

れたイベントに関する情報が含まれた XML ベースのファイル

が作成されます。 この XML ファイルによって情報に簡単にア

クセスでき、すべての種類のアプリケーションやデバイスが情

報を容易に使用、保存、転送、および表示できるようになりま

す。 簡単に情報を抽出および解析して必要な操作をしてから、

マイグレーション処理に進むことができます。 XML イベント 

ログ ファイルの名前と場所は［イベント ログ］領域に指定し

たものが使用され、ファイルの拡張子は logx です。 XML 形式

は、テキスト形式に追加されたものです。 

■ アンドゥ ログには、ソース システムからデスティネーション 

システムにマイグレートされたすべての項目が記録されます。 

マイグレートする項目を選択して元の状態に戻したり、PC をマ

イグレーション前の状態に戻すことができます。 

■ マニフェスト ログには、マイグレーションの詳細が記録されま

す。 マイグレーションの結果をプログラムで検証したり、デー

タベースにインポートしてさらに高度な処理やデータ マイニ

ングを行うことができます。 

リダイレクト 

ユーザ、ドライブ、データ ファイルおよびフォルダ、アプリケーショ

ン設定を、ソース システムの保存場所からデスティネーションの新し

い場所にリダイレクトできます。 ドライブ構成を変更して整理し、ア

プリケーション設定を新しい場所にリダイレクトすることで、デス

ティネーション システムでユーザのデータ ファイルとフォルダを効

率的に管理できます。 

Windows Mail サポート 

CA DMM では、Windows Vista 上の Windows Mail がサポートされていま

す。 Windows Vista ソース コンピュータから Windows Vista デスティ

ネーション コンピュータに Windows Mail 設定をマイグレートできま

す。  
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Windows Mail スクリプトを使用すると、Windows XP か Windows 2000 

ソース コンピュータから Windows Vista デスティネーション コン

ピュータに MS Outlook Express 設定をマイグレートできます。これによ

り、Windows XP または Windows 2000 からマイグレートしつつ、

Windows ビスタ上で Windows Mail がサポートされます。 

完全な自動マイグレーション 

IT コストを節約するには、マイグレーション処理を自動化する必要が

あります。 企業全体に渡る大規模なマイグレーション プロジェクトで

は、より大きな処理への統合が必要になる場合があります。 こうした

機能をサポートするために、オプション ファイルやテンプレートなど

の共有構成リソースを使用して、CA DMM を 1 つの場所から実行でき

ます。 マイグレーション処理で各 PC に固有の環境変数を使用するこ

とで、同じような PC の DNA を区別できます。 マイグレーションが完

了したら、リターン コードを使用して、より大きなプロセスの次のス

テップに進むことができます。 さらに、すべての自動処理は「Quiet 

モード」で実行できます。この場合、エンド ユーザには何も表示され

ません。 

コマンド ライン インターフェース 

CA DMM のコマンド ラインを使用することで、企業全体に対して

既存のソフトウェアを維持しながら大規模なマイグレーション プ

ロセスを自動で実行することが可能です。 

環境変数 

CA DMM の提供する環境変数は、コマンド ラインやユーザ イン

ターフェースで使用できます。 これらの変数は、DMM ファイルや

ログ ファイルに固有の名前を付けたり、マイグレーションに使用

する適切な DNA テンプレート ファイルを指定したり、マイグレー

トするユーザを指定する場合などに使用できます。 

共有構成リソース 

CA DMM は、従来の方法でインストールする必要はありません。 

ネットワークの共有フォルダやローカル ドライブから実行したり、

インストール CD から直接実行できます。 製品をローカルにインス

トールしなくても、あらゆる種類のマイグレーション（リアル タ

イム、遅延、またはリムーバブル メディア）を実行できます。 製

品に含まれているリソース（実行可能ファイル、テンプレート ファ

イル、構成ファイル、および DNA ファイル）を 1 つの場所に置い

て、複数のシステムから同時にアクセスできます。 

DMM オプション ファイル 
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DMM オプション ファイルは、製品の構成をカスタマイズできる 

XML ベースのファイルです。 構成をカスタマイズすることで、本

製品を任意の環境で効率的に実行できます。 

リターン コード 

CA DMM は、マイグレーションの完了時にコードを返します。 取

得したリターン コードを使用して、プロセス全体での次のステッ

プを系統的に判断できます。 

自動マイグレーションにおけるユーザ操作の制限 

ウィザードのユーザ インターフェースをカスタマイズして、技術

者やエンド ユーザがアクセスできるページや機能を制限できます。 

自動マイグレーション処理を完全に制御し、技術者やエンド ユー

ザがマイグレーション時に特定のファイルやフォルダなどの項目

を選択するように柔軟に設定できます。 

復旧と復元 

DNA ファイルを変更するたびに、変更内容がリビジョンとして保存さ

れます。 DNA ファイルの以前のリビジョンに戻す必要が生じた場合は、

いつでも戻すことができます。 さらに、Always Current Scheduler を使

用すると、通常使用する PC の DNA のリビジョンを安全な場所に確実

に保存できます。 

ファイルとフォルダの選択適用 

デスティネーションに DNA ファイルを適用するときに、［ファイルと

フォルダ］ツリーから必要なファイルとフォルダのみを選択できます。 

ソースで選択したファイルとフォルダに対し、［ファイルとフォルダ］

ツリー（適用側）で選択項目をカスタマイズできます。 これにより、

特定のユーザ グループの要件に当てはまるファイルとフォルダのみ

を論理的に分離および適用できます。 ［ファイルとフォルダ］ツリー

全体をデスティネーションに適用する必要はありません。 

また、要件に応じて、［ファイルとフォルダの選択的適用を有効にす

る］オプションを使用することで、選択的適用を有効または無効にす

ることもできます。 たとえば、マイグレートするファイルが多く、マ

イグレーションをより迅速に行いたい場合は、選択的適用の機能を無

効にしてマイグレーションのパフォーマンスを改善できます。  

開いているファイルのマイグレーション 
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CA DMM では、開いていてロックされているファイルをマイグレート

できます。 マイグレーションを開始する前に対応するアプリケーショ

ンを閉じる必要はありません。 その結果、作業の中断が発生せず、マ

イグレーションの実行中でもファイルを使用できます。 開いていて

ロックされているファイルのマイグレーションは、遅延マイグレー

ション モードおよびリアルタイム マイグレーション モードを使用し

て実行できます。 遅延マイグレーション モードでは、開いていてロッ

ク中のファイルを .dna ファイル（または自己解凍ファイル）にバック

アップします。 リアルタイム マイグレーション モードでは、開いて

いてロック中のファイルをソース コンピュータからデスティネー

ション コンピュータに直接マイグレートします。 

Migration Toolkit 

CA DMM には、時間の節約に役立つ柔軟な自動化ツールのセットが用

意されています。Migration Toolkit を使用すると、新しい OS の導入、

PC ソフトウェア/ハードウェアのリフレッシュ、障害復旧のシナリオ

などのプロセスの開発と調整に要する時間を大幅に短縮できます。 

DMM Director 

大規模な企業のマイグレーションに対応した最高レベルのコマン

ドと制御機能を提供し、マイグレーション処理を容易にします。 

ウィザードに表示される質問に答えるだけで、マイグレーション

をスムーズに実行するために必要な要素が作成されるので、マイ

グレーション処理を簡単に自動化できます。 さらに、DMM Director 

では、プロセス全体が自動的にログに記録されます。 

DMM Template Editor 

カスタム テンプレートを作成して、マイグレーション処理の時間

を短縮したり、制御性を向上できます。このテンプレートは、あ

らゆるユーザ、部門、または組織向けにカスタマイズできます。 

DMM Template Editor では、あらゆるユーザ環境に合わせてマイグ

レーションをカスタマイズできます。 

DMM Explorer 

DNA ファイルに格納されている個々のファイル、フォルダ、およ

び設定のリビジョンなど、DNA ファイルの内容を簡単に確認でき

ます。 DMM Explorer から、個々のファイル、フォルダ、または設

定を直接適用することもできます。 管理者は、自動処理の効率化、

分析、参照、問題解決、カタログ化、および調整ができます。 

DMM Options Editor 

XML ファイル形式に関する知識や理解がなくても、DMM オプショ

ン ファイルを更新および設定できます。 
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DMM Studio 

社内アプリケーションやカスタム アプリケーションに簡単にマイ

グレートできるスクリプトを作成できます。 特定の状況やマイグ

レーション ニーズに合わせてスクリプトを作成できます。 

CA Technologies Merger and Acquisition ツール 

ドメイン情報、ユーザ プロファイル、アプリケーション設定、デー

タなどのリソースをそのままの状態でマイグレートできます。 既

存の設定、データ、およびその他のリソースは変更されませんが、

ユーザ ID とコンピュータ名が新規作成されます。 
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第 2 章： CA DMM のインストール 
 

これ以降のトピックでは、CA DMM のインストール方法と削除方法につい

て説明します。 サポートしているオペレーティング システムとシステム

要件については、製品メディアに収録されているリリース ノートを参照

してください。 
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インストール オプション 

インストールでは、CA DMM と Migration Toolkit をインストールできます。  

以下の 3 つのタイプのインストールを実行できます。 

標準 

標準インストールでは、以下のものがインストールされます。  

■ CA DMM のプログラム ファイル  

■ DMM Director のプログラム ファイル 

■ DMM Always Current Scheduler 

■ Migration Toolkit： 

– DMM Template Editor 

– DMM Explorer 

– DMM Options Editor 

– DMM Studio 

■ DMM Deployment Setup 

■ Merger and Acquisition 

■ Web 更新 

■ スクリプト 

■ ブックシェルフ 

コンパクト 

コンパクト インストールでは、以下のものがインストールされます。 

■ CA DMM のプログラム ファイル  

■ スクリプト 

■ Web 更新 
 

カスタム 

カスタム インストールでは、インストールするコンポーネントの組み

合わせ、およびそれらのインストール場所を選択できます。 カスタム 

インストールのデフォルト設定は、上記の標準インストールに含まれ

ているすべてのコンポーネントです。  
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CA DMM のインストール 

製品をインストールするには、CA DMM インストール ウィザードを使用し

ます。 

CA DMM をインストールするには、以下の手順に従います。 

注： インストールを開始する前に、必ず前のバージョンの製品をアンイン

ストールしてください。 

1. CD-ROM ドライブに CD を挿入します。 

インストール ウィザードが起動します。 

注： インストール ウィザードが起動しない場合は、CD のルート ディレ

クトリにある DDNAAutorun.exe をダブルクリックします。 または、

［スタート］-［ファイル名を指定して実行］を選択して、以下のコマ

ンドを入力します。 
[cd-rom drive]¥DDNAAutorun.exe 

2. ［Install Desktop Migration Manager］をクリックします。 

［Choose Language］ページが表示されます。 

3. ドロップダウン リストからインストールの言語を選択して、［次へ］

をクリックします。 

初期画面ページが表示されます。 

4. ［次へ］をクリックします。 

［使用許諾契約書］ページが表示されます。 

5. スクロール バーを使用して契約書を最後まで読み、［同意する］をク

リックします。 

ユーザ名および会社名の入力を求める［ユーザ情報］ページが表示さ

れます。 

6. 名前と会社名を入力して、［次へ］をクリックします。 

セットアップ タイプの選択を求める［セットアップ タイプ］ページが

表示されます。 

7. セットアップのタイプを選択し、［次へ］をクリックします。 

以下の 3 つのオプションがあります。 

■ 標準 

■ コンパクト 
 



CA DMM のインストール 
 

22  はじめに 
 

■ カスタム  

注： カスタム インストールを選択した場合は、インストールするコン

ポーネントを選択する必要があります。 インストーラでは各コンポー

ネントの説明が表示されるため、これを参照してインストールするコ

ンポーネントを選択できます。 インストールするコンポーネントを選

択して、［次へ］をクリックします。  

CA DMM のインストール場所を変更するかどうかを尋ねる［インス

トール場所］ページが表示されます。 デフォルトのインストール先は、

C:¥Program Files¥CA¥Desktop Migration Manager です。  
 



CA DMM のインストール 

 

第 2 章： CA DMM のインストール  23  
 

8. ［変更］をクリックして別の場所を選択するか、［次へ］をクリック

します。  

［Ready to Install the Program］ページが表示され、インストールを開始

するように要求されます。 

9. CA DMM の FIPS モードを選択します。 

FIPS のみ 

FIPS 準拠の暗号化のみが許可されることを指定します。 このモー

ドは下位互換ではないため、CA DMM の旧リリースを使用して作成

された DNA ファイルにはアクセスできません。 

FIPS 推奨 

FIPS 準拠の暗号化が推奨されることを指定します。 このモードは

下位互換であるため、CA DMM の旧リリースを使用して作成された 

DNA ファイルにアクセスできます。 ただし、CA DMM の動作モー

ドとして FIPS 推奨モードを指定してインストールした場合は、デ

フォルトによって Client Automation と同じ FIPS モードで作動しま

す。 たとえば、FIPS 推奨モードが選択されている場合でも、Client 

Automation が FIPS のみモードで動作していれば、CA DMM も FIPS 

のみモードで動作します。 コマンド ライン オプションを使用する

と、CA DMM が Client Automation の FIPS モードを無視するように設

定できます。  詳細については、「リファレンス ガイド」を参照し

てください。 

10. ［インストール］をクリックします。  

インストールの進捗状況を示す［インストールの進捗状況］ページが

表示されます。 CA DMM と、インストール対象として選択した 

Migration Toolkit のツールが指定したとおりにインストールされます。  

CA DMM のインストールが完了すると、readme ファイルの確認、CA 

DMM の実行、またはデスクトップへの CA DMM ショートカットの追

加など、実行可能なほかのタスクを指定するためのページが表示され

ます。 

11. 1 つまたは複数のオプションを選択して、［次へ］をクリックします。 

インストールが完了します。 

12. ［完了］をクリックします。 

インストール ウィザードが閉じ、［Readme を表示］などの選択した

オプションが実行されます。 
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インストールの削除または変更 

コンポーネントの追加や削除など、CA DMM のインストールを変更する場

合、または CA DMM をシステムから削除する場合は、以下の手順に従いま

す。 

1. Windows の［コントロール パネル］を開きます。  

2. ［プログラムの追加と削除］をダブルクリックします。［CA DMM］

を選択して［変更と削除］をクリックします。 

インストール ウィザードが起動します。  

以下のいずれかのオプションを選択できます。 

［変更］ 

新しいコンポーネントの追加（カスタム インストールを行った場

合）、または選択したコンポーネントの削除を実行します。 
 

［修復］ 

初期インストールと同じ場所にすべてのコンポーネントをインス

トールして、現在のインストールを修復します。 

［削除］ 

インストールされているすべての CA DMM コンポーネントを、シ

ステムから削除します。 
 

3. 選択を行い、［次へ］をクリックします。 

ウィザードに進捗状況が表示されます。 

4. ［メンテナンスの完了］ウィンドウが表示されたら、［完了］をクリッ

クします。 

アンインストール プロセスが示されます。 
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第 3 章： DMM Director の使用 
 

この章では、Director セットアップ ウィザード、および組織内の複数の

ワークステーションで同時にアクセスおよび使用可能な遅延マイグレー

ションの処理を自動化する方法について説明します。   

DMM Director は、CA DMM Migration Toolkit のコンポーネントです。 DMM 

Director には、組織の規模に合わせてマイグレーション プロセスを迅速に

構成できる柔軟性と強力な機能があります。 ソフトウェアのインストー

ル後、［スタート］-［プログラム］-［CA］-［Desktop Migration Manager］

-［DMM Director］を選択して、DMM Director を起動できます。 
 

DMM Director Setup へようこそ 

DMM Director ウィザードの指示に従って、マイグレーション プロセスを

簡単に作成することができます。 作成したマイグレーション処理はすぐ

に使用できます。 マイグレーション プロセスの基本設定をカスタマイズ

して DMM Director のすべての機能を活用すると、必要なあらゆる種類の

マイグレーションに対応できます。 

ウィザードの次のページに進むには、［次へ］をクリックします。 
 



マイグレーション セットアップ 
 

26  はじめに 
 

マイグレーション セットアップ 

マイグレーションを自動化するには、ネットワーク上のマイグレーション 

ディレクトリとデータ ディレクトリの場所を定義する必要があります。 

これら 2 つのディレクトリは、同一のサーバまたはネットワーク上の個別

のサーバに指定することができます。 

マイグレーション セットアップを指定するには、以下の手順に従います。 

1. ［マイグレーション ディレクトリ］フィールドに、マイグレーション 

ディレクトリのファイル パスと名前を入力します。  

DMM Director は、構成した自動マイグレーションを実行するために必

要なすべてのファイルをマイグレーション ディレクトリに自動的に

コピーまたは作成します。 

2. ［データ ディレクトリ］フィールドに、データ ディレクトリのファイ

ル パスと名前を入力します。  

DMM Director は、DMM Director を使用して初めてマイグレーションを

実行したときに、DNA ファイルと関連ログ ファイルを格納するための

ディレクトリとフォルダの構造を自動的に作成します。 
 

注： すべてのコンピュータがマイグレーション ディレクトリとデータ 

ディレクトリにアクセスできることを確認してください。 マイグレー

ション中にアクセスに関する問題が発生しないように、マップされた

ドライブ文字ではなく、UNC パスを使用することをお勧めします。  
 

3. ［次へ］をクリックして次のページに進みます。 
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CA DMM へのアクセス 

CA DMM へのアクセス方法（サーバ上のマイグレーション ディレクトリか

らアクセスして実行するか、または各ワークステーションからアクセスす

るか）を定義する必要があります。 

CA DMM にアクセスするには、以下の手順に従います。 

1. 以下のオプションから選択します。 

［マイグレーション ディレクトリから］ 

［マイグレーション セットアップ］ページに入力したパスを、マ

イグレーション中の CA DMM の実行元の場所として設定します。 

Director セットアップによって、DNA の実行可能ファイルおよび関

連するすべてのファイルがマイグレーション ディレクトリに自動

的にコピーされます。   

［ワークステーションから］ 

AutoDNA がワークステーションで起動されると、マイグレーショ

ンを開始する前に、DMM Director によって CA DMM のサイレント 

インストールが自動的に実行されます。 

2. ［次へ］をクリックして次のページに進みます。 
 

マイグレーションの種類および FIPS モードの選択 

実行するマイグレーションの種類を定義する必要があります。 Director 

セットアップでは、この選択に基づいて遅延マイグレーションとリアル 

タイム マイグレーションのいずれかの手順が示されます。これに従うこ

とで、マイグレーション処理の自動化を設定できます。 ここでは、遅延

マイグレーションを自動化する手順について説明します。  

また、使用する FIPS モードを指定する方法についても説明します。 

マイグレーションの種類および FIPS モードを選択する方法 

1. 以下のオプションから選択します。 

DNA ファイルを使用した遅延マイグレーション 

DNA ファイルを作成してデータ ディレクトリに格納します。 

注： この例では、［DNA ファイルを使用した遅延マイグレーショ

ン］オプションを選択します。 
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［ネットワーク経由のリアルタイム マイグレーション］ 

リアルタイム マイグレーションの対象となるソース ワークス

テーションとデスティネーション ワークステーションを定義しま

す。 

2. 適切な FIPS モードを選択します。 

FIPS 推奨 

FIPS 準拠の暗号化が推奨されることを指定します。 このモードは

下位互換であるため、CA DMM の旧リリースを使用して作成された

パスワード保護 DNA ファイルにアクセスできます。 ただし、コン

ピュータに Client Automation がインストールされている場合、CA 

DMM は Client Automation と同じ FIPS モードで動作します。 たとえ

ば、FIPS 推奨モードが選択されている場合でも、Client Automation 

が FIPS のみモードで動作していれば、CA DMM も FIPS のみモード

で動作します。 コマンド ライン オプションを使用すると、CA DMM 

が Client Automation の FIPS モードを無視するように設定できます。  

詳細については、「リファレンス ガイド」を参照してください。 

FIPS のみ 

FIPS 準拠の暗号化のみが許可されることを指定します。 このモー

ドは下位互換ではないため、CA DMM の旧リリースを使用して作成

されたパスワード保護 DNA ファイルにはアクセスできません。 

3. ［次へ］をクリックして次のページに進みます。   
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テンプレートの選択 

マイグレーションに使用するテンプレート ファイルを指定する必要があ

ります。 DMM Director で用意されているデフォルトのテンプレート ファ

イルを選択するか、独自のテンプレート ファイルを作成できます。 

注： デフォルトのテンプレートには、デスクトップの設定として背景、

キーボード、マウス、スクリーン セーバ、マイ ドキュメントの設定が含

まれます。 アプリケーションの設定としては Internet Explorer、Microsoft 

Access、Microsoft Excel、Microsoft Office ショートカット バー、Microsoft 

PowerPoint、Microsoft Project、Microsoft Word、Norton Anti-Virus、WinZip の

設定が含まれます。 

このページを完了するには、以下の手順に従います。 

1. テンプレートをマイグレーションに関連付ける方法を選択します。 

［ユーザがテンプレートを選択する］ 

マイグレーションを開始する前にテンプレートを選択できます。 

マイグレーション時に選択できるように、複数のテンプレートを

作成してディレクトリに配置しておくこともできます。 

［デフォルトのテンプレートを使用する］ 

デフォルトのテンプレートを使用できます。 デフォルトのテンプ

レートは、マイグレーションのニーズに合わせて変更することも

できます。 DMM Director により、指定したテンプレートが自動的

にマイグレーション ディレクトリにコピーされます。 

［以下のテンプレートを使用する］ 

テンプレートを作成して保存し、その後 DMM Director に戻ってパ

スとテンプレート名を入力できます。 

注： たとえば、［以下のテンプレートを使用する］オプションを選択

します。 

2. この例で使用するテンプレートを作成して保存するには、［Template 

Editor の起動］をクリックします。 

DMM Template Editor が開きます。 
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DMM Template Editor 

DMM Template Editor は、マイグレーション設定を簡単に再利用できるよ

うにする強力なエンタープライズ レベルのツールです。 マイグレーショ

ン テンプレートは「検出する必要がない」ため、マイグレートするコン

ピュータを操作しなくても、マイグレーション テンプレートを作成でき

ます。 

テンプレートを使用すると、マイグレーションを社内の別の部署、または

特定の個人やワークグループ用にカスタマイズして自動化できます。 指

定したアプリケーションおよび設定がマイグレーションを使用するシス

テム上に存在しない場合でも、マイグレーションの選択項目をテンプレー

トに追加することができます。   
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ソース マシンのマイグレーション、および作成した DNA ファイル内の 

DNA をデスティネーション マシンに適用する方法を、1 つのテンプレート 

ファイルで定義することができます。   

この例のテンプレートを作成するには、以下の手順に従います。 

1. このテンプレートを使用して作成した DNA ファイルのプロパティ セ

クションに、タイトルと説明を追加します。 

2. ［ユーザ］ブランチをクリックし、マイグレートするユーザを定義し

ます。 

注： デフォルトでは、現在のユーザの設定が使用されます。 現在のユー

ザのみをマイグレートする場合は、ユーザを選択する必要はありませ

ん。 ドメイン、Active Directory、またはローカル ユーザをマイグレー

トする場合は、ユーザのカテゴリを選択し、カテゴリを展開して、マ

イグレートするユーザを定義することができます。 

ユーザをリダイレクトする場合は、［リダイレクト］タブをクリック

します。 ユーザ ツリーを展開し、［デスティネーション］列をダブル

クリックして、ユーザのデスティネーションを定義することができま

す。  

3. ツリー内の［システム］ブランチをクリックし、マイグレーション用

の設定を表示します。  マイグレートするシステム設定を選択します。 

4. ツリー内の［アプリケーション］ブランチをクリックし、マイグレー

ション用のアプリケーション設定を表示します。 マイグレートするア

プリケーション設定を選択します。 

注： いずれかのアプリケーションをリダイレクトする場合は、［リダ

イレクト］タブをクリックし、［デスティネーション］列をダブルク

リックして、アプリケーションの設定のデスティネーションを定義し

ます。 

5. ツリー内の［ファイル］ブランチをクリックし、ローカル ファイル シ

ステムを表示します。 マイグレートするファイルを選択します。 マイ 

ドキュメントのマイグレートを選択した場合は、オペレーティング シ

ステムに関係なく、CA DMM によって、ユーザのマイ ドキュメント 

ディレクトリが選択されます。   

注： いずれかのファイルまたはフォルダをリダイレクトする場合は、

［リダイレクト］タブをクリックし、［デスティネーション］列をダ

ブルクリックして、ファイルとフォルダのデスティネーションを定義

します。   
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この例では、ファイルとフォルダをデスティネーション マシン上の 1 

つの場所にリダイレクトすることができます。 リダイレクト左記のパ

スには、環境変数および DMM 変数を使用できます。 ファイルのリダ

イレクト方法の詳細については、DMM Template Editor のオンライン ヘ

ルプを参照してください。   

6. ツリー内の［フィルタ］ブランチをクリックし、データ フィルタを定

義します。 マイグレーションに使用するデータ フィルタを定義します。  

注： フィルタをリダイレクトする場合は、［リダイレクト］タブをク

リックし、［次のフォルダにリダイレクトする］チェック ボックスを

オンにします。 フィルタの結果をリダイレクトするパスを入力します。   

7. ツリー内の［ドライブのデスティネーション］ブランチをクリックし、

マイグレーションのドライブ デスティネーションを定義します。  

たとえば、古いシステムのハードディスク ドライブが C:¥ で、新しい

システムのハードディスク ドライブが D:¥ の場合があります。 この場

合、ドライブをリダイレクトする必要があります。 ドライブをリダイ

レクトするには、［デスティネーション］列をダブルクリックし、ド

ライブのデスティネーションを定義します。  

8. ［保存］ツールバー ボタンをクリックして、テンプレート ファイルを

保存します。 

［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスが表示されます。 

9. デフォルトの場所（C:¥My Documents）とファイル名を使用する場合は、

［保存］をクリックします。    

10. DMM Template Editor を閉じます。 

Director セットアップの［テンプレートの選択］ページが表示されます。 

11. ［参照］をクリックして、作成したテンプレートを選択します。 

12. ［次へ］をクリックします。 
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遅延マイグレーション 

［マイグレーションの種類］ページで遅延マイグレーションを選択すると、

［遅延マイグレーション］ページが表示されます。 各マイグレーション

の DNA ファイルおよびログが保存されるマイグレーション フォルダごと

に命名方法を定義する必要があります。 デスティネーション ワークス

テーションに適用する正しい DNA ファイルの識別方法も定義できます。  

このページを完了するには、以下の手順に従います。 

1. ［格納］グループ ボックスの［コンピュータ名を使用してフォルダを

作成する］を選択します。 

［格納］グループ ボックスでは、DNA ファイルの命名方法、およびデー

タ ディレクトリへの格納時の DNA ファイルの保存方法を指定します。 

この例では、DMM Director によって、データ ディレクトリにコン

ピュータ名の付いたフォルダが作成され、DNA ファイルが格納されま

す。   
 

2. ［適用］グループ ボックスの［［格納］の選択に応じて、コンピュー

タ名またはユーザ名を使用してフォルダを選択する］を選択します。 

［適用］グループ ボックスでは、データ ディレクトリからの DNA ファ

イルの取得方法、およびデスティネーション マシンへの DNA ファイル

の適用方法を指定します。 この例では、DMM Director によって、コン

ピュータ名またはユーザ名に基づいて、データ ディレクトリから DNA 

ファイルが自動的に取得されます。   

3. ［次へ］をクリックします。 
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ソース ユーザ インターフェース 

［マイグレーションの種類］ページで遅延マイグレーションを選択すると、

［ソース ユーザ インターフェース］ページが表示されます。 CA DMM ウィ

ザードのインターフェースをカスタマイズすることで、マイグレーション

中にユーザが実行できる操作をカスタマイズできます。 これによりマイ

グレーションのセキュリティが向上し、エンド ユーザによるマイグレー

ション処理が容易になります。 

ソース システムのユーザ インターフェースをカスタマイズするには、以

下の手順に従います。 

1. マイグレーション中にユーザが実行できる操作を選択します。 この例

では、デフォルトで［マイグレーション ステータス］のみ表示します。   

2. ［次へ］をクリックします。 
 

［デスティネーション ユーザ インターフェース］ 

［デスティネーション ユーザ インターフェース］ページは、［マイグレー

ションの種類］ページで遅延マイグレーションを選択した場合に表示され

ます。 CA DMM ウィザードのインターフェースをカスタマイズすることで、

マイグレーション中にユーザが実行できる操作をカスタマイズできます。 

ウィザードをカスタマイズすると、マイグレーションのセキュリティが向

上し、エンド ユーザによるマイグレーション処理が容易になります。 

デスティネーション システムのユーザ インターフェースをカスタマイズ

するには、以下の手順に従います。 

1. マイグレーション中にユーザが実行できる操作を選択します。 この例

では、［マイグレーション ステータス］ページはデフォルトのままと

し、［ログ結果］ページを選択します。   

2. ［次へ］をクリックします。 
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構成のレビュー 

［構成のレビュー］ページでは、自動マイグレーション用に構成したすべ

てのオプションを検証してレビューできます。 このページでエラーや矛

盾が見つかった場合、前の段階に戻って必要な変更を行い、DMM Director 

が自動マイグレーション処理を作成する前に再確認できます。 

選択内容をレビューし、［確認］をクリックします。   

指定した構成内容に従って、Director セットアップが必要なすべてのフォ

ルダとファイルを検索し、マイグレーション ディレクトリにコピーまた

は作成します。 この処理の進行中は、ステータス ダイアログ ボックスが

表示されます。 
 

構成完了 

［構成完了］ページは、DMM Director で、ユーザが指定したマイグレーショ

ン ディレクトリの作成が完了したときに表示されます。 ［構成完了］ペー

ジには、自動マイグレーションを実行するために次に行う手順が記載され

たレポートが表示されます。   

Director セットアップにより、指定したパスに Director Migration フォルダ

が作成されます。 このディレクトリには、選択したオプションに応じた

フォルダやファイルが保存されています。 

［完了］をクリックして、DMM Director Setup を終了します。 
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マイグレーション ディレクトリ構造の概要 

Director セットアップにより、指定したパスにマイグレーション ディレク

トリが自動的に作成されます。 マイグレーション ディレクトリのフォル

ダには、Director Migration という名前が付けられます。 

Director セットアップにより、Director Migration フォルダに以下のファイ

ルがコピーまたは作成されます。   

ソースの自動実行 

このショートカットは、マイグレーション ディレクトリからアクセス

するか、ソース ワークステーションにコピーして使用します。 この

ショートカットは、構成済みのマイグレーションを実行するために

ソース マイグレーション ファイルと AutoDNA.exe にアクセスします。 

以下のコマンド ラインが実行されます。 

"<マイグレーション ディレクトリへのパス>¥DirectorMigration¥ddnarun¥AutoDNA.exe" "<

マイグレーション ディレクトリへのパス>¥DirectorMigration¥Source¥DirectorSource.dmx 

必要に応じて他のコマンド ライン パラメータを追加することで、マイ

グレーションをカスタマイズできます。 
 

デスティネーションの自動実行 

このショートカットは、マイグレーション ディレクトリからアクセス

するか、デスティネーション ワークステーションにコピーして使用し

ます。 このショートカットは、構成済みのマイグレーションを実行す

るためにデスティネーション マイグレーション ファイルと 

AutoDNA.exe にアクセスします。 以下のコマンド ラインが実行されま

す。 

"<マイグレーション ディレクトリへのパス>¥DirectorMigration¥ddnarun¥AutoDNA.exe" "<

マイグレーション ディレクトリへのパス

>¥DirectorMigration¥Destination¥DirectorDestination.dmx"  

必要に応じて他のコマンド ライン パラメータを追加することで、マイ

グレーションをカスタマイズできます。 

テンプレート ファイル 

マイグレーション時に使用するように構成されたテンプレートが、元

の場所から DirectorMigration フォルダにコピーされます。  

以下のフォルダが DirectorMigration フォルダにコピーまたは作成されま

す。 
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Setup フォルダ 

このフォルダには CA DMM のインストール ファイルが含まれており、

マイグレーション ディレクトリにコピーされます。 マイグレーション

の前に CA DMM または何らかのコンポーネントをワークステーショ

ンにインストールする必要がある場合に使用されます。  

ddnarun フォルダ 

このフォルダには CA DMM の実行可能ファイルとサポート ファイル

が入っており、マイグレーション ディレクトリにコピーされます。 マ

イグレーション ディレクトリから CA DMM にアクセスする場合に使

用されます。 このフォルダには AutoDNA.exe も含まれています。 この

フォルダには AutoDNA.exe も含まれています。この実行可能ファイル

にアクセスするには、マイグレーションを実行するワークステーショ

ンに置いたショートカットを使用します。 
 

Source フォルダ 

このフォルダには、Director セットアップによって作成されたマイグ

レーション ファイル（DirectorSource.dmx）が含まれています。 このファ

イルにはユーザが構成したオプションが格納されます。 このマイグ

レーション ファイルを DMM Options Editor を使用して編集すると、マ

イグレーション処理をさらにカスタマイズできます。  

Destination フォルダ 

このフォルダには、Director セットアップによって作成されたマイグ

レーション ファイル（DirectorDestination.dmx）が含まれています。 こ

のファイルにはユーザが構成したオプションが格納されます。 このマ

イグレーション ファイルを DMM Options Editor を使用して編集する

と、マイグレーション処理をさらにカスタマイズできます。  

Logs 

このフォルダはマイグレーションを初めて実行するまで空です。 マイ

グレーションを初めて実行すると、このディレクトリに Director ログ

が保存されます。 ログ ファイル名は、<マイグレーション ディレクト

リ
>¥DirectorMigration¥Logs¥DirectorSourceLogs_%DNA_Machine_Name%.tx

t になります。 
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IEInstaller 

Director Migration フォルダを作成したとき、このフォルダは空になっ

ています。  コンピュータに Internet Explorer v5.X 以上がインストール

されていない場合は、IEInstaller¥IE5Setup.exe をマイグレーション ディ

レクトリの IEInstaller フォルダにコピーします。 その後、［スタート］

メニューから DMM Options Editor を開き、ソース フォルダおよび宛先

フォルダの.dmx ファイルを開き、［Internet Explorer インストーラのパ

ス］オプションを定義します。  
 

ソース マイグレーションの実行 

自動マイグレーションを実行する準備が整いました。   

マイグレーションを実行するには、以下の手順に従います。 

1. このコンピュータ（ソース マシン）で Windows エクスプローラを使用

して、Director Migration フォルダに移動します。 
  

2. Director Migration フォルダ内の［ソースの自動実行］ショートカット

をダブルクリックします。   

マイグレーションが開始され、［マイグレーション ステータス］ペー

ジだけが表示されます。 

マイグレーションが完了すると、CA DMM が自動的に終了します。 

注： 別のコンピュータでソース マイグレーションを実行するには、［ソー

スの自動実行］ショートカットを対象のコンピュータにコピーしてダブル

クリックします。  
 

作成した DNA ファイルの表示 

CA DMM によって、ソース マシンの DNA ファイルが作成されました。 

DNA ファイルを表示するには、以下の手順に従います。 

1. DMM Director でデータ ディレクトリを作成したパスに移動します。 構

成した自動プロセスを使用して最初に DNA ファイルを生成するとき

に、DNA Director によってデータ ディレクトリが作成されます。   

このディレクトリは、構成で設定したパスに DirectorData という名前

で作成されます。 
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2. マイグレーションからコンピュータ名の付いたフォルダを開きます。   

3. DNA ファイルをダブルクリックします。 

DMM エクスプローラが開きます。 
 

DMM Explorer 

DMM Explorer を使用すると、DNA ファイルを開いて、その内容（すべて

のファイル、レジストリ項目、およびマイグレートした値など）を確認で

きます。   

DNA ファイルの内容を表示します。 作成した DMM テンプレート内でマイ

グレーション用に選択したすべての項目は、DNA ファイルに含まれます。 

個々のファイル、フォルダ、または設定を DMM Explorer からコンピュー

タに直接適用するには、以下の手順に従います。 

1. システムに適用するファイルまたはフォルダをクリックします。 

2. 右クリックして［適用］を選択すると、元の場所に直接適用されます。 

ファイルまたはフォルダを移動するか名前を変更する場合は、［適用

先］をクリックします。   

3. ［OK］をクリックします。 

ファイルが、DMM Explorer からコンピュータに直接適用されます。 

4. DMM Explorer を閉じます 
 

DMM Director ログ 

DMM Director によって、自動マイグレーションに関するすべての詳細情報

が記録された Director ログも作成されます。   

ログを表示するには、以下の手順に従います。 

1. Directory Migration フォルダに移動し、Logs サブフォルダをダブルク

リックします。 

Director ログには、Director Source Log_<マシン名>.txt という名前が付

けられています。 

2. テキスト ファイルを開き、CA DMM のリターン コードなど、自動マイ

グレーションの詳細情報を確認します。 
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デスティネーション マシン 

デスティネーション マシンに新しいオペレーティング システムを再構成

してロードした場合は、作成した DNA ファイルを適用できます。 

DNA ファイルを適用するには、以下の手順に従います。 

1. デスティネーション マシン（この例では、コンピュータ名は変更され

ていないと仮定しています）で、Windows エクスプローラを使用して、

Director Migration フォルダに移動します。  
 

2. Director Migration フォルダ内の［デスティネーションの自動実行］

ショートカットをダブルクリックします。   

マイグレーションが開始され、［マイグレーション ステータス］ペー

ジが表示されます。 

マイグレーションが完了すると、ユーザ インターフェースは自動的に

閉じます。   

再起動のメッセージ ボックスが開きます。 コンピュータの再起動まで 

15 秒間待機するので、必要に応じて再起動をキャンセルします。 

注： 別のコンピュータでデスティネーション マイグレーションを実行

するには、［デスティネーションの自動実行］ショートカットを対象

のコンピュータにコピーしてダブルクリックします。 

3. Director Migration フォルダの Logs フォルダにあるログ ファイルを確

認します。 Director ログには、Director Destination Log_<マシン名>.txt と

いう名前が付いています。 

テキスト ファイルを開き、CA DMM のリターン コードなど、自動マイ

グレーションの詳細情報を確認します。 
 

マイグレーション完了 

CA DMM と Migration Toolkit を使用したマイグレーションの自動実行が正

常に完了しました。   
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ディスクからディスクのマイグレーションの実行 

ディスクからディスクのマイグレーションでは、最小限の作業で、すべて

の設定とデータをそのままの状態でハード ディスクからリストアするこ

とができます。 ソース ハード ディスクは、スレーブ ディスクとしてホス

ト コンピュータに接続され、古いシステムが OS を実行しているかのよう

に表示できる仮想システムが構成されています。 ユーザ設定、システム

とデスクトップの設定、アプリケーション設定、およびマイグレートする

ファイルとフォルダなどの設定を定義できます。  

注： ディスクからディスクのマイグレーションは Windows 7 および 

Windows 8 では機能しません。 
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ドライブ マッピング情報 

ソース ディスクを、ホスト コンピュータと呼ばれる別のコンピュータに

接続すると、CA DMM では、［Disk-To-Disk ドライブ マッピング］ページ

にすべてのオペレーティング システムと（ソース ディスク内の）そのド

ライブ マップが表示されます。 ホスト コンピュータでは、オペレーティ

ング システムがインストールされているドライブも［ソース OS］ドロッ

プダウン リストに表示されます。 ソース ディスクがマルチブート ディス

クである場合は、［ソース OS］ドロップダウン リストには、オペレーティ

ング システムがインストールされているすべてのドライブが表示されま

す。そのため、マイグレートするオペレーティング システムを選択する

際に役立ちます。  

［ソース］カラムにドライブ マッピング情報を指定する際には、以下の

点を検討してください。 

■ ドライブの変更は、要件に応じて行うことができます。 ［ドライブ マッ

プ］エリアで［ソース］カラムをクリックすると、選択できるすべて

のドライブ（C から Z）のリストが表示されます。 

■ ［ソース］カラムから空白（「---」）オプションを選択することによっ

て、OS 以外のドライブをマップしないことを選択できます。 ただし、

オペレーティング システムがインストールされているドライブに空

白オプションを選択することはできません。OS ドライブはマップする

必要があります。 たとえば、［ソース OS］ドロップダウン リストに 

WINXP(P) が表示され、ドライブ P がドライブ C にマップされている場

合は、ドライブ P に空白オプションを選択することはできません。 ド

ライブ P を他の任意のドライブにマップすることができます。   

■ CA DMM では、ドライブ マッピングが常に固有になるようにします。 

既存のドライブを変更するたびに、ドライブ マッピング情報が自動的

に交換されます。 たとえば、ドライブ P がドライブ C にマップされて

おり、ドライブ Q がドライブ D にマップされている場合に、ドライブ 

Q をドライブ C にマップすると、ドライブ P は自動的にドライブ C を

指すようになります。 

また、次のようにコマンド ラインを使用して、DMM Options ファイルの［コ

マンド ライン］フィールドでドライブ マッピング情報を設定することも

できます。 

/T C:¥MyTemplate.dtf /D (or /SE) C:¥MyDNA.dna /DD <WINXP/WIN2K/WIN2000/WINVI>(OS ド

ライブ) <DriveMap> 

例 
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/T C:¥MyTemplate.dtf /D (or /SE) C:¥MyDNA.dna /DD WINXP(P) P:C,Q:D,R:E 
 

注： P は、ソース コンピュータを表すスレーブ ディスクの P ドライブでオ

ペレーティング システムが使用可能であることを示しています。 コマン

ド ライン スイッチおよびコマンド ラインの例の詳細については、「リ

ファレンス ガイド」を参照してください。 
 

ディスクからディスクのマイグレーション プロセスのしくみ 

ディスクからディスクのマイグレーション プロセスでは、以下の手順に

従います。 

1. ソース コンピュータからハード ドライブを取り出します。  

2. ソース ハード ディスクをスレーブ ディスクとしてホスト コンピュー

タに接続します。 

3. CA DMM を起動して、CA DMM アプリケーション ユーザ インター

フェースで関連するオプションを選択して、ディスクからディスクの

マイグレーションを有効にします。 

注： ディスクからディスクのマイグレーションを有効にするには、CA 

DMM アプリケーションを起動する前に、DMM Options ファイルで

［Disk To Disk マイグレーション］オプションを選択することもできま

す。 

4. ドライブ、およびマイグレートして DNA または SE（自己解凍プログラ

ム）DNA ファイルを作成する設定を選択します。  

5. ［Disk-To-Disk ドライブ マッピング］ダイアログ ボックスには、スレー

ブ ディスクで使用可能なすべてのオペレーティング システムとその

ドライブ マップが表示されます。 

6. ソース ディスクからユーザ、システム、アプリケーション、およびファ

イルを選択して、DNA ファイルまたは SE ファイルを作成します。 

注： DMM Template Editor で DMM テンプレート ファイルを作成して、

ユーザやシステムなどのマイグレートする設定を選択することもでき

ます。 

7. DNA または SE DNA ファイルを、ホスト コンピュータなどの任意のコ

ンピュータに適用します。 
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ディスクからディスクのマイグレーションの実行 

ディスクからディスクのマイグレーションは、以下のいずれかのモードを

使用して実行できます。 

■ ユーザ インターフェース 

■ コマンド ライン インターフェース 

管理者権限を持つユーザのみが、ホスト コンピュータでこのプロセスを

実行できます。 

注： Windows 2000 がホスト コンピュータにインストールされている場合

は、スレーブ ディスクからマイグレートできるのは Windows 2000 のみで

す。 
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ユーザ インターフェースを使用したディスクからディスクのマイグレーションの実行 

ユーザ インターフェースでマイグレートするオペレーティング システム 

ドライブと設定を指定して、ディスクからディスクのマイグレーションを

実行することができます。 

ユーザ インターフェースを使用したディスクからディスクのマイグレーションの

実行 

1. ソース ディスクをスレーブ ディスクとしてホスト コンピュータに接

続します。 

2. ［スタート］-［プログラム］-［CA］-［Desktop Migration Manager］を

選択して、CA DMM を開きます。 

初期画面ページが表示されます。 

注： ［初期画面を表示しない］チェック ボックスをオンにすることに

よって、アプリケーションですべての［ようこそ］画面を無効にする

ことができます。 

3. ［次へ］をクリックして、［DMM タスクの選択］ダイアログ ボック

スを開きます。 

［DMM タスクの選択］ダイアログ ボックスが表示されます。 

4. ［スレーブ ディスクから DNA ファイルを作成する］チェック ボック

スをオンにして、ディスクからディスクのマイグレーションを有効に

します。 

注： DMM Options ファイルで［Disk To Disk マイグレーション］チェッ

ク ボックスをオンにして、ディスクからディスクのマイグレーション

を有効にすることもできます。 DMM Options ファイルで［Disk To Disk 

マイグレーション］チェック ボックスをオンにすると、CA DMM アプ

リケーションで［スレーブ ディスクから DNA ファイルを作成する］

チェック ボックスが自動的にオンになります。 

5. ［作成］をクリックします。 

［Disk-To-Disk ドライブ マッピング］ページが表示されます。 

6. 状況に応じてドライブ マッピング情報を指定します。 スレーブ ディ

スクにデュアル オペレーティング システムがインストールされてい

る場合は、［ソース OS］ドロップダウン リストから関連するオペレー

ティング システムを選択できます。 また、CA DMM によって生成され

たドライブ マップが正しくない場合は、ドライブ マップを変更するこ

ともできます。 ［次へ］をクリックします。 

［設定の選択］ダイアログ ボックスが表示されます。  
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7. ［次へ］をクリックして、DNA ファイルに指定したように、［設定］

タブと［デスティネーション］タブに必要な情報を指定します。 ［マ

イグレーション］タブの［Start Store］をクリックして、DNA ファイル

または SE DNA ファイルを作成します。 

注： DMM Template Editor で DMM テンプレート ファイルを作成して、

DMM テンプレート ファイルに指定した設定を使用することもできま

す。 CA DMM アプリケーションでファイルを開き、設定を確認して、

必要な変更を行うことができます。その後、マイグレーションを開始

できます。 DMM テンプレート ファイルの作成方法の詳細については、

DMM Template Editor オンライン ヘルプを参照してください。 

8. DNA ファイルまたは SE DNA ファイルを、ホスト コンピュータなどの

任意のコンピュータに適用します。 

テンプレート設定が適用されます。 CA DMM の［ログ］タブでアンドゥ 

ファイルをロードして、ウィザードの指示に従うことによって、ディ

スクからディスクのマイグレーションを元に戻すことができます。  

注： ホスト コンピュータで DMM または SE DNA ファイルを適用するには、

最初に CA DMM アプリケーションで［スレーブ ディスクから DNA ファイ

ルを作成する］チェック ボックスをオフにする必要があります。または、

［Disk To Disk マイグレーション］チェック ボックスをオンにした場合は、

DNA Options ファイルでオフにする必要があります。 DNA ファイルの作成、

DNA ファイルまたは SE DNA ファイルの適用、および元に戻すオプション

の詳細については、CA DMM オンライン ヘルプを参照してください。 
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ユーザ インターフェースを使用したディスクからディスクのマイグレーションの実行 

コマンド ライン インターフェースを使用して、テンプレート ファイルの

パスとドライブ マッピング情報を指定することによって、ディスクから

ディスクのマイグレーションを実行することができます。 

ユーザ インターフェースを使用したディスクからディスクのマイグレーションの

実行 

1. ［スタート］メニューからコマンド ラインを開きます。 

コマンド ライン ウィンドウが表示されます。 

2. コマンドをテンプレート ファイルのパスとドライブ マッピング情報

と共に入力して、DNA ファイルまたは SE DNA ファイルを作成します。 

/T C:¥MyTemplate.dtf /D (or /SE) C:¥MyDNA.dna /DD <WINXP/WIN2K/WIN2000/WINVI>(OS 

ドライブ) <DriveMap>  

例：   

/T C:¥MyTemplate.dtf /D (or /SE) C:¥MyDNA.dna /DD WINXP(P) P:C,Q:D,R:E 

DNA ファイルまたは SE DNA ファイルが作成されます。 

3. DNA ファイルまたは SE DNA ファイルのいずれかを、ホスト コン

ピュータなどの任意のコンピュータに適用します。 

注： コマンド ライン スイッチとコマンド ラインの例の詳細については、

「リファレンス ガイド」を参照してください。 
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第 4 章： DMM Always Current Scheduler の使

用 
 

IT 担当者は変更作業が日常的に起こることを認識しています。 オペレー

ティング システムまたはコンピュータのマイグレーションを実行する時

間や費用を削減するために CA DMM を使用することは重要ですが、ユーザ

がシステムの使用を開始してから 1 日、1 週間、1 年後はどうでしょうか。 

ユーザは新しいアプリケーションのインストール、設定の変更、アプリ

ケーションのアンインストール、および DNA を変更するその他のタスク

を実行します。 

競合が発生するようなものをユーザがインストールしたらどうなるで

しょうか? あるいは、設定を変更したために、別のアプリケーションが正

常に実行されなくなった場合はどうでしょうか? 古い設定を簡単に復元す

るにはどうしたらよいでしょうか? 

DMM Always Current Scheduler を使用すれば DNA を管理できます。 DNA 

ファイルを最初に作成後、ユーザは現在の DNA のスナップショット（リ

ビジョン）を取得するか、または DNA ファイルを変更できます。 DNA の

内容を変更するたびに、CA DMM によって新しいリビジョンが作成されま

す。 問題が発生した場合、ユーザは常に以前のリビジョンに DNA を戻す

ことができます。  

この章では、以下の処理の実行方法について説明します。 

■ DMM ストレージ タスクのスケジュール 

■ スケジュール済みの DMM タスクの表示 

■ DMM ストレージ タスクの適用 
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DMM ストレージ タスクのスケジュール 

前の章で、DMM Director を使用したテンプレートおよび DNA ファイルの

作成について説明しました。 このテンプレートには、DNA ファイルに保

存するすべてのユーザ、設定、アプリケーション、ファイル、およびフォ

ルダが指定されています。 DMM ストレージ タスクを作成することにより、

指定した時刻にリビジョンを作成することができます。 リビジョンには

以下の内容が含まれます。 

■ テンプレートの変更内容 

■ DNA ファイルに保存するようテンプレートで指定した項目の変更内容

（設定など） 

何も変更を行っていない場合は、指定した時刻に DMM Always Current 

Scheduler が実行されたことを示す新規リビジョンが作成されます。 
 

DMM ストレージ タスクをスケジュールするには、以下の手順に従います。 

1. ［スタート］メニューから DMM Always Current Scheduler を起動します。 

DMM Always Current Scheduler が開きます。 

2. ［次へ］をクリックして、ウィザードの手順に従います。 
 

ウィザードでは以下の設定を行います。 

■ タスクを作成して、格納する DNA を指定する。 

■ テンプレートの名前、タスクを実行するユーザの名前など、タス

クの詳細を指定する。 

注： タスクを実行するユーザの名前を指定するとき、CA DMM では

レジストリに設定されているユーザ名が表示されます。 ユーザ名

（ドメインとパスワードを含む）の情報が正しいことを確認して

ください。情報が間違っていると、ジョブが実行されません。 ま

た、定期的にパスワードを変更する必要がある場合は、このタス

クのパスワードも変更する必要があります。 パスワードを変更し

ないと、スケジュールされたタスクは実行できません。 
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■ タスクの実行頻度を指定する。 

■ タスクを実行する日時を指定する。 

3. タスクの詳細を確認してから、［完了］をクリックします。 

タスクの初回実行時に、指定した DNA ファイルが作成されます。 スケ

ジュールされているタスクが次に実行されるときに、 DNA ファイルの

リビジョンが作成されます。 
 

タスクの実行時には、タスクを再スケジュールするかまたはキャンセ

ルするかを選択できるダイアログ ボックスが表示されます。 再スケ

ジュールを選択した場合は、DMM Always Current Scheduler が開いて別

の時間を選択できます。 キャンセルを選択した場合、スケジュールさ

れている次の時間までタスクは実行されません。 

注： DMM Always Current Scheduler によって、設定を含む XML ファイル（拡

張子は .dmx）が作成されます。 デフォルトでは、このファイルはマイ ド

キュメント ディレクトリに保存されます。 このファイルは DMM Options 

Editor で開いて、必要に応じて変更することができます。 
 

スケジュール済みの DMM タスクの表示 

DMM Always Current Scheduler で作成したスケジュール済みタスクを変更する

には 

1. ［スタート］メニューから Windows スケジューラを開きます。  

Windows の［タスク］ダイアログ ボックスが表示され、スケジュール

済みの DMM タスクが表示されます。 
 

2. スケジュール設定を変更するタスクをダブル クリックします。   

Windows のスケジューラが開き、スケジュール済みのタスクを変更で

きます。 

3. 変更が完了したら［OK］をクリックします。 

タスクへの変更内容が保存されます。 
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ストレージから DNA を適用 

PC に保存済みの DNA ファイルを適用するには 

1. ［スタート］メニューから、［ストレージから DNA を適用］コマンド

を実行します。 

CA DMM ウィザードの［DNA ファイル オプション］ページが表示され

ます。   

2. 以下のオプションから選択します。  

編集 

適用する設定を選択します。 CA DMM ウィザードを使用して、適

用する設定、ファイルとフォルダ、またはフィルタを個別に選択

できます。   
 

デスティネーション 

［デスティネーション］タブが開きます。 DNA ファイルに格納さ

れているすべてを適用できます。必要に応じて、設定、ファイル

とフォルダ、またはフィルタのリダイレクトも定義できます。   

［リビジョン］ 

別の DMM リビジョンを選択します。 前のバージョンの DNA ファ

イルを選択し、適用する設定、ファイルとフォルダ、またはフィ

ルタを個別に選択して、特定の時点までロールバックできます。  
  

3. CA DMM ウィザードの残りの手順に従って、保存済み DNA の適用を完

了します。 

注： /RD パラメータを使用して、リビジョンを適用できます。 コマンド ラ

イン パラメータおよび使用例の詳細については、「リファレンス ガイド」

を参照してください。 
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付録 A: Software Delivery を使用した CA 

DMM のインストール 
 

CA Technologies が提供する他の製品と同様、CA DMM には、定義済みです

ぐに展開できる Software Delivery パッケージが同梱されています。 

Software Delivery は、社内のターゲット システムでソフトウェアをライフ 

サイクルにわたって作成、配布、インストール、および管理するための柔

軟性の高いソリューションです。 Software Delivery がサポートするパッ

ケージの種類は以下のとおりです。 

■ MSI パッケージ（Microsoft のインストーラ） 

■ Palm、Windows CE、および Nokia パッケージ 

■ SXP パッケージ（Windows） 

■ PIF パッケージ（UNIX） 

■ PKG パッケージ（UNIX SVR4 pkgadd） 

■ RPM パッケージ（Linux Red Hat パッケージ マネージャ） 

■ Software Delivery 汎用パッケージ 

使用可能なパッケージの種類は以下のとおりです。 

■ Migration Toolkit を含む CA DMM のフル バージョン 

すべてのパッケージは、通常、アンアテンド インストール モードで実行

します。 Software Delivery でパッケージされた CA Desktop Migration 

Manager  コンポーネントには、Install という Software Delivery インストー

ル プロシージャが用意されています。 Install を実行すると、製品のフル イ

ンストールが実行されます。 

注： これ以降のセクションおよび手順は、システム管理者のみを対象にし

たものです。 それ以外のユーザは、Software Delivery のマニュアルを参照

して、SD エクスプローラを使用したパッケージの作成、登録、および展

開の詳細について理解しておいてください。 
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基本的な手順 

Software Delivery を使用して CA DMM をインストールする際の基本的な手

順は以下のとおりです。  

1. Software Delivery ソフトウェア パッケージを登録します。  

2. パッケージを展開してインストールするための Software Delivery ジョ

ブを作成します。 

次のセクションで、それぞれの手順について説明します。 
 

パッケージの自動登録 

SDRegister ツールを使用すると、定義済みの Software Delivery パッケージ

をソフトウェア ライブラリに自動的に登録できます。 このツールを使用

するには、以下の手順に従います。 

1. CA DMM CD の Packages ディレクトリに移動します。 

2. ¥Packages¥CA DMM ディレクトリを見つけます。 このディレクトリに

は、エージェント パッケージをライブラリに登録するために必要なす

べての情報が格納されています。  

3. ¥Packages¥CA DMM ディレクトリを開き、SDRegister.exe をダブルク

リックして、登録ウィザードを起動します。  

4. ［登録する製品の選択］ページで、登録する定義済みのパッケージを

選択して［次へ］をクリックします。 

5. ［Software Delivery ユーザの詳細］ページで、ユーザ名、ドメイン、お

よびパスワードを入力します。 ［次へ］をクリックします。 

注： すでに Software Delivery にソフトウェアを登録する権限がある場

合は、ユーザの詳細を指定する必要はありません。 

［製品の登録］ページが表示されます。 ウィザードは、適切な .INI ファ

イルを読み取り、Software Delivery パッケージの内容を作成するために 

CD からコピーする必要のあるファイルを決定し、ファイルのコピーを

開始します。  

6. ファイルのコピーが完了し、登録処理が終了したことを示すメッセー

ジが表示されたら、［完了］をクリックします。 

注： パッケージを手動で登録する場合は、この章で後述する「パッケージ

の手動登録」を参照してください。 
 



ジョブの作成 
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ジョブの作成 

サイト固有の情報を含むプロシージャを設定したら、SD エクスプローラ

でそのプロシージャをターゲットにドラッグして、CA DMM のインストー

ルを開始します。 

ソフトウェア パッケージとジョブの作成の詳細については、Software 

Delivery のマニュアルを参照してください。  
 

パッケージの手動登録 

注： Software Delivery パッケージは、SDRegister ツール（すべてのファイル

を自動的にコピーする）または SD エクスプローラを使用して登録するこ

とをお勧めします。 

Software Delivery パッケージを手動で登録するには SD エクスプローラ ア

プリケーションを使用しますが、まず CD から必要なファイルを一時的な

場所にコピーしてください。 コピーするファイルとディレクトリは以下

のとおりです。 

 

パッケージ ステータス 

¥DDNAInst 必須 

¥Packages¥Unicenter Desktop 
DNA¥DDNAInst¥DNAInstall.dms 

必須 

¥Packages¥Unicenter Desktop DNA¥reginfo 必須 
 

SDRegister を使用した自動登録について 

SDRegister ツールは、Software Delivery で登録可能なソフトウェア パッ

ケージをディレクトリ ツリー内でスキャンします。 パッケージは、各パッ

ケージの内容の詳細を記述した .INI ファイルが存在するかどうかによっ

て特定されます。 パッケージは一時領域に作成され、sdcmd によって 

Software Delivery に登録されます。 
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前提条件 

Software Delivery Enterprise、Local、Workgroup Server または Admin Console 

をインストールする必要があります。 

また、Software Delivery でソフトウェアを登録する権限があるアカウント

へのアクセス権を持っている必要があります。 
 



SDRegister を使用した自動登録について 
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コマンド 

コマンドの形式は以下のとおりです。 

SDRegister [-u] [-n] [-d search path] [-t temporary directory] [-l logfile path] 

各項目は以下のとおりです。 

-u 

アンアテンド モードを指定します。 SDRegister は、検出したすべての

パッケージを自動的に登録しようと試みます。 ユーザの詳細データの

入力は要求されないので、SDRegister を実行する場合は、Software 

Delivery Software Library にソフトウェアを登録する権限が必要です。 

-n 

sdcmd を実行せずに すべての一時ディレクトリを作成してコピーし、

終了します。 正しい登録コマンドはログに書き込まれます。 

-d 

パッケージ検索の開始パスを指定します。 デフォルトでは、現在の作

業ディレクトリから検索が開始されます。 

-t 

ファイルのコピー先となる代替の一時ディレクトリの場所を指定しま

す。 デフォルトでは、CA_APPSW¥SDRegister¥temp が使用されます。 

CA_APPSW は、通常は c:¥ca_appsw になります。 複数のパッケージを

作成するときに -n オプションを指定すると、一時ディレクトリにパッ

ケージごとのディレクトリが作成されます。 このディレクトリには

パッケージの名前が付けられます（c:¥ca_appsw¥SDRegister¥temp¥prod 

1 など）。 

-l 

SDRegister が情報を書き込む代替ログ ファイルを指定します。 デフォ

ルトでは、CA_APPSW¥SDRegister¥ 

sdregddmmhhmm.log になります。  

注： 共有権限の問題を避けるために、sdconf を使用して NOS を None に設

定してください。 
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